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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 42,578 △0.5 3,037 22.1 3,245 20.5 2,142 3.8

2025年３月期第３四半期 42,808 15.7 2,488 131.8 2,694 76.9 2,063 21.8

（注）包括利益 2026年３月期第３四半期 2,477百万円（48.4％） 2025年３月期第３四半期 1,669百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 276.02 －

2025年３月期第３四半期 267.51 －

（参考）持分法投資損益 2026年３月期第３四半期 29百万円 2025年３月期第３四半期 △2百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期第３四半期 64,787 39,319 60.7 5,044.59

2025年３月期 67,436 38,909 57.7 5,028.98

（参考）自己資本 2026年３月期第３四半期 39,310百万円 2025年３月期 38,902百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 － 50.00 － 186.00 236.00

2026年３月期 － 100.00 －

2026年３月期（予想） 50.00 －

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 62,000 2.5 3,700 △10.5 3,800 △13.7 2,500 △31.3 161.59

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

当社は2025年12月31日を基準日（2026年１月１日を効力発生日）として普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。2026年
３月期（予想）の年間配当金の合計金額については、株式分割の実施により単純合計ができないため表示しておりません。なお、株式分割を考慮
しない場合の2026年３月期（予想）の１株当たり年間配当金は、期末100円、合計200円となります。

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

当社は2025年12月31日を基準日（2026年１月１日を効力発生日）として普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。2026年
３月期の連結業績予想（通期）の１株当たり当期純利益については、当該株式分割の影響を考慮しております。なお、株式分割を考慮しない場合
の１株当たり当期純利益は、通期323.18円となります。



（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無

③  会計上の見積りの変更                        ： 無

④  修正再表示                                  ： 無

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期３Ｑ 8,023,074株 2025年３月期 8,023,074株

②  期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 230,413株 2025年３月期 287,464株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 7,761,851株 2025年３月期３Ｑ 7,713,711株

※  注記事項

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）期末自己株式数には、「役員向け給付信託口」が保有する当社株式（2026年３月期３Ｑ　120,000株、2025

年３月期　56,000株）が含まれております。また、「役員向け給付信託口」が保有する当社株式を、期中平

均株式数の計算において控除する自己株式に含めております（2026年３月期３Ｑ　83,840株、2025年３月期

３Ｑ　57,190株）。

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有（任意）

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想

に関する事項は添付資料３ページ「(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。

（決算補足説明資料の入手について）

決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示しており、また、当社ホームページに掲載しております。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間（自2025年４月１日　至2025年12月31日）の連結売上高は、主に物流ソリューション

事業において減少したものの、みらい創生事業において当四半期累計期間に新規に連結した会社の寄与があったこ

とにより、全体としては425億78百万円（前年同四半期比0.5％減）と若干の減少となりました。

利益面では、プラント事業において好採算のプロジェクトの検収が上期に偏っていたことや、物流ソリューショ

ン事業においても、順調な完成・引渡しが達成できたことによる採算性の向上などから、営業利益は両事業とも前

年同四半期比増益となり、連結営業利益は30億37百万円（同22.1％増）となりました。また、営業外損益の純額は

前年同期比小幅な変動に留まり、経常利益は32億45百万円（同20.5％増）となりました。特別損益の部について

は、前年同四半期累計期間に政策保有株式の解消に伴う投資有価証券売却益の計上があったことによる反動減があ

り、結果として親会社株主に帰属する四半期純利益は21億42百万円（同3.8％増）と前年同四半期比微増となりま

した。

各セグメントの経営成績は次の通りであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、セグメントの区分を変更しており、前年同四半期との比較分析は、変更

後の区分に基づいております。

①物流ソリューション事業

ネット通販、卸業、小売、３ＰＬ、製造業向けの「マルチシャトル」、「テーブルソーティングシステム」、「３

Ｄパレットシャトル」、「モジューラ」を組み込んだ庫内自動化設備案件を中心に売上計上されました。この結

果、当事業の売上高は244億24百万円（前年同四半期比8.9％減）、営業利益は28億54百万円（同17.1％増）となり

ました。

②プラント事業

国内製油所向けメンテナンス案件を中心に、安定的な受注を確保しつつ順調に売上を計上しております。その

結果、当事業の売上高は89億０百万円（前年同四半期比2.2％増）、営業利益は６億40百万円（同57.0％増）と

なりました。

③みらい創生事業

Ｍ＆Ａによりグループ入りした坂田電機株式会社及びマックスプル工業株式会社の業績が寄与したこと等によ

り、売上高は89億50百万円（前年同四半期比28.9％増）となりました。一方で営業利益は、人的投資を進めたこ

とやＭ＆Ａに伴う一過性費用の発生などにより、４億24百万円（同28.3％減）となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は347億66百万円となり、前連結会計年度末に比べ53億73百万

円減少しました。これは主に現金及び預金が13億13百万円、仕掛品が17億69百万円増加した一方で、受取手形、

売掛金及び契約資産が81億13百万円減少ことによるものです。固定資産は300億20百万円となり、前連結会計年

度末に比べ27億24百万円増加しました。これは主に土地が８億49百万円、建設仮勘定が３億52百万円、投資有価

証券が７億82百万円増加したことによるものです。

この結果、総資産は647億87百万円となり、前連結会計年度末に比べ26億49百万円減少しました。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は153億21百万円となり、前連結会計年度末に比べ50億71百万

円減少しました。これは主に契約負債が14億３百万円増加した一方で、短期借入金が43億78百万円、未払法人税

等が７億０百万円、未払費用が11億91百万円減少したことによるものです。固定負債は101億45百万円となり、

前連結会計年度末に比べ20億12百万円増加しました。これは主に長期借入金が５億99百万円、退職給付に係る負

債が５億64百万円、繰延税金負債が４億52百万円増加したことによるものです。

この結果、負債合計は254億67百万円となり、前連結会計年度末に比べ30億58百万円減少しました。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は393億19百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億９百万

円増加しました。これは主に親会社株主に帰属する当四半期純利益により21億42百万円、その他有価証券評価差額

金が４億33百万円増加した一方で、剰余金の配当により22億38百万円減少したことによるものです。

この結果、自己資本比率は60.7％（前連結会計年度末は57.7％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期の連結業績予想につきましては、2025年５月14日に公表しました業績予想数値から変更ありませ

ん。

なお、業績予想は、現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績

等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,516 7,830

受取手形、売掛金及び契約資産 26,874 18,761

商品及び製品 35 169

仕掛品 1,144 2,914

原材料及び貯蔵品 4,676 4,116

その他 912 989

貸倒引当金 △20 △15

流動資産合計 40,140 34,766

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,945 6,245

機械装置及び運搬具（純額） 723 779

工具、器具及び備品（純額） 558 843

土地 10,265 11,114

建設仮勘定 467 820

その他（純額） 28 46

有形固定資産合計 17,988 19,850

無形固定資産 690 808

投資その他の資産

投資有価証券 6,497 7,279

繰延税金資産 258 181

退職給付に係る資産 1,085 974

その他 965 1,108

貸倒引当金 △190 △183

投資その他の資産合計 8,616 9,361

固定資産合計 27,295 30,020

資産合計 67,436 64,787

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 976 1,201

短期借入金 8,240 3,861

１年内償還予定の社債 20 97

１年内返済予定の長期借入金 432 408

未払費用 5,720 4,528

未払法人税等 989 288

契約負債 1,436 2,839

賞与引当金 538 187

受注損失引当金 416 372

完成工事補償引当金 351 251

訴訟損失引当金 42 －

その他 1,228 1,284

流動負債合計 20,393 15,321

固定負債

社債 1,080 1,030

長期借入金 4,213 4,812

繰延税金負債 571 1,024

再評価に係る繰延税金負債 1,128 1,128

退職給付に係る負債 457 1,022

資産除去債務 505 621

その他 176 507

固定負債合計 8,133 10,145

負債合計 28,526 25,467

純資産の部

株主資本

資本金 18,580 18,580

資本剰余金 1,278 1,433

利益剰余金 18,353 18,257

自己株式 △798 △782

株主資本合計 37,414 37,488

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,413 1,846

繰延ヘッジ損益 △6 35

土地再評価差額金 652 652

為替換算調整勘定 △920 △968

退職給付に係る調整累計額 349 256

その他の包括利益累計額合計 1,488 1,822

非支配株主持分 7 8

純資産合計 38,909 39,319

負債純資産合計 67,436 64,787
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日

　至　2025年12月31日)

売上高 42,808 42,578

売上原価 33,651 32,032

売上総利益 9,157 10,545

販売費及び一般管理費 6,669 7,508

営業利益 2,488 3,037

営業外収益

受取利息 5 5

受取配当金 190 206

為替差益 29 －

持分法による投資利益 － 29

スクラップ売却益 22 35

その他 61 110

営業外収益合計 308 387

営業外費用

支払利息 82 137

為替差損 － 7

持分法による投資損失 2 －

その他 18 33

営業外費用合計 103 178

経常利益 2,694 3,245

特別利益

固定資産売却益 27 3

投資有価証券売却益 406 3

負ののれん発生益 － 77

その他 － 3

特別利益合計 433 88

特別損失

固定資産除却損 1 19

投資有価証券評価損 0 －

災害による損失 10 －

その他 0 0

特別損失合計 12 20

税金等調整前四半期純利益 3,116 3,313

法人税、住民税及び事業税 789 825

法人税等調整額 262 344

法人税等合計 1,051 1,170

四半期純利益 2,064 2,143

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,063 2,142

非支配株主に帰属する四半期純利益 1 1

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △348 396

繰延ヘッジ損益 △13 42

為替換算調整勘定 10 △48

退職給付に係る調整額 △54 △92

持分法適用会社に対する持分相当額 11 37

その他の包括利益合計 △395 334

四半期包括利益 1,669 2,477

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,668 2,476

非支配株主に係る四半期包括利益 1 1

（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）

調整額 合計物流ソリュー
ション事業

プラント
事業

みらい創生
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 26,817 8,710 6,946 42,473 334 － 42,808

セグメント間の

内部売上高又は振替高
－ － 28 28 146 △174 －

計 26,817 8,710 6,974 42,502 480 △174 42,808

セグメント利益 2,437 407 591 3,436 180 △1,128 2,488

利益 金額（百万円）

報告セグメント計 3,436

「その他」の区分の利益 180

全社費用（注） △1,142

その他の調整額 14

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 2,488

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2024年４月１日　至　2024年12月31日）

１．報告セグメント毎の売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）「その他」の区分は、不動産賃貸、リース業等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない、総務部門等管理部門に係る費用であります。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）

調整額 合計物流ソリュー
ション事業

プラント
事業

みらい創生
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 24,424 8,900 8,950 42,275 303 － 42,578

セグメント間の

内部売上高又は振替高
－ 2 69 72 175 △247 －

計 24,424 8,902 9,020 42,347 478 △247 42,578

セグメント利益 2,854 640 424 3,919 120 △1,002 3,037

利益 金額（百万円）

報告セグメント計 3,919

「その他」の区分の利益 120

全社費用（注） △1,024

その他の調整額 21

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 3,037

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2025年４月１日　至　2025年12月31日）

１．報告セグメント毎の売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）「その他」の区分は、不動産賃貸、リース業等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該

差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない、総務部門等管理部門に係る費用であります。

３．報告セグメント毎の固定資産の減損損失又はのれんに関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「みらい創生事業」のセグメントにおいて、坂田電機株式会社を子会社としたことに伴い、負ののれん発生益

を特別利益に計上しております。当該事象による負ののれん発生益の計上額は、当第３四半期連結累計期間にお

いて77百万円であります。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

（報告セグメントの区分変更）

従来、当社グループの報告セグメントは、「物流ソリューション事業」、「プラント事業」、「次世代エネル

ギー開発事業」及び「みらい創生事業」の４区分としておりましたが、第１四半期連結会計期間より、「物流ソ

リューション事業」、「プラント事業」及び「みらい創生事業」の３区分に変更することといたしました。

これは、未来の水素社会の実現を見据え、大型液化水素タンクの研究開発を加速するため「次世代エネルギー

開発事業」を発展的に解消し、代表取締役社長の直轄組織の「次世代エネルギー開発センター」に移行する2025

年４月１日付の組織変更に対応するものです。これにより、開発に向けた意思決定を迅速に行える環境を整備

し、大型液化水素タンク製造技術の確立を図ってまいります。

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の報告セグメントの区分により作成し

たものを記載しております。

- 8 -

トーヨーカネツ㈱（6369）2026年３月期第３四半期　決算短信



（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

    至  2024年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2025年４月１日

    至  2025年12月31日）

減価償却費 636百万円 817百万円

のれんの償却額 7百万円 9百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次の通

りであります。
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事業の種類別セグメント

前第３四半期連結累計期間
（自　2024年４月１日

至　2024年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2025年４月１日

至　2025年12月31日）
増減

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

増減率
（％）

物流ソリューション事業
22,511 70.6 26,557 72.7 4,046 18.0

(22) (0.1) (21) (0.1) (△1) (△5.7)

プラント事業
9,372 29.4 9,980 27.3 608 6.5

(1,208) (3.8) (1,432) (3.9) (223) (18.5)

合計
31,883 100.0 36,538 100.0 4,654 14.6

(1,231) (3.9) (1,453) (4.0) (222) (18.1)

事業の種類別セグメント

前連結会計年度末
（2025年３月31日）

当第３四半期連結会計期間末
（2025年12月31日）

増減

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

増減率
（％）

物流ソリューション事業
33,544 74.1 35,678 73.6 2,133 6.4

(3) (0.0) (6) (0.0) (2) (57.3)

プラント事業
11,699 25.9 12,780 26.4 1,080 9.2

(5,579) (12.3) (5,694) (11.8) (115) (2.1)

合計
45,244 100.0 48,458 100.0 3,213 7.1

(5,583) (12.3) (5,700) (11.8) (117) (2.1)

３．補足情報

（１）受注及び受注残高の状況

（受注の状況）

（　）内は内数であって、海外受注高を示しております。

（受注残高の状況）

（　）内は内数であって、海外受注残高を示しております。
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指 定 社 員

業 務 執 行 社 員
公認会計士　新島　敏也

指 定 社 員

業 務 執 行 社 員
公認会計士　竹本　泰明

独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
2026年２月13日

トーヨーカネツ株式会社

取締役会　御中

仰星監査法人

東京事務所

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられているトーヨーカネツ株式会社の2025年４月１日から2026年

３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2025年10月１日から2025年12月31日まで）及び第３四半期連結

累計期間（2025年４月１日から2025年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益及び包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただ

し、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の

省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による重要な

虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ

る。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一

般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定め

る記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する

責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRL データ及び HTML データは期中レビューの対象には含まれていません。

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されて

いないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認めら

れる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性

に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論

を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将

来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基

準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　　上
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